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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一般会計当初予算

　令和5年第１回定例会は、３月６日開会し３月17日まで12日間の会期で開かれた。初日は報告２件があり、
議案７件を可決し諮問２件を答申。議案６件を予算審査特別委員会に付託、議案10件を各常任委員会
に付託した。３月13日は一般質問があり４名が登壇。３月17日の最終本会議では、予算審査特別委員会、
各常任委員会の委員長から報告があり、議案17件を可決、追加議案（工事請負契約）１件は否決、発議
１件を可決した。

子育て支援強化　しまの未来特別応援給付金新設！！

◆ 歳入項目別決算額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆ 歳出項目別決算額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

自主財源　1,877,534千円 （24.8%） 

依存財源
5,688,628千円 （75.2%）

義務的経費
2,780,185千円 （36.7%）

その他の経費
3,391,991千円 （44.8%） 

投資的経費
1,393,986千円 （18.4%） 

諸収入
　658,018千円 （8.7％）
町税
　542,075千円 （7.1％）
繰入金
　376,561千円 （5.0％）
寄附金
　100,001千円 （1.3％）
財産収入
　91,012千円 （1.2％）
使用料及び手数料
　74,743千円 （1.0％）
分担金及び負担金
　30,124千円 （0.4％）
繰越金
　5,000千円 （0.1％）

国有提供施設等所在市町村助成交付金・その他
　26,048円 （0.3％）
地方譲与税
　47,014千円 （0.6％）
地方消費税交付金
　135,391千円 （1.8％）
国庫支出金
　693,912千円 （9.2％）
町債
　710,200千円 （9.4％）
県支出金
　831,063千円 （11.0％）

地方交付税
　3,245,000千円 （42.9％）

普通建設事業費
　1,393,986千円 （18.4％）

その他
　5,000千円 （0.1％）
投資及び出資金
　32,971千円 （0.4％）
維持補修費
　61,524千円 （0.8％）
積立金
　61,879千円 （0.8％）
貸付金
　551,440千円 （7.3％）
繰出金
　596,212千円 （7.9％）
補助費等
　863,863千円 （11.4％）
物件費
　1,219,102千円 （16.1％）

人件費
　1,329,141千円 （17.6％）

公債費
　857,766千円 （11.3％）

扶助費
　593,278千円 （7.8％）

歳入総額
7,566,162
千円

歳出総額
7,566,162
千円

令和5年度一般会計当初予算の主なもの

子育て支援強化　しまの未来特別応援給付金新設！！
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■■■ 令和5年度一般会計当初予算の主なもの ■■■

2,000千円

12,500千円

15,000千円

31,950千円

7,000千円

4,000千円

1,838千円

760千円

2,000千円

4,200千円

32,000千円

10,000千円

100,000千円

144,000千円

43,083千円

650千円

一般管理費

財産管理費

電算管理費

自然管理保護費

移住促進事業費

サンゴ留学事業費

コワーキング施設等
運営事業費

エコツーリズム推進事業費

かごしま移住就業・
企業支援事業費

シルバー人材センター
運営補助金

地方改善施設整備事業

道路維持費

港湾整備費

地域住宅交付金事業費

【新規】
農業水路等長寿命化
防災減災事業費

【新規】
地域計画推進支援事業費

総務課

企画観光課

町民税務課

まちづくり課

農業振興課

担 当 課 内　容　説　明 予算額事　業　名

旧坂嶺小学校トイレの改修工事（町単独事業）

公民館4か所の補修費
（赤連、中里、前金久、上嘉鉄東）

新たにパソコン（デスクトップ100台、ノート10台）や
プリンター等を購入

荒木遊歩道の施設改修工事で令和6年度まで実施予定
（国県補助事業）

空き家改修補助金（7軒追加）

新しい寮の設計料（男女別の寮を計画中）

観光ビジネス拠点KIKAI BASE（旧荒木小）の運営経
費。光熱費、通信費、管理運営委託費

昨年度までは広域事務組合で実施していた事業を今
年度より島単位で実施。ガイド初期段階育成研修実施
の為の経費

県主催事業。東京圏からの移住者向け移住及び就業
支援金。
登録された中小企業の人手不足解消を目指す

シルバー人材センターの安定的な運営のための財政
支援等

厚生労働省の補助金を活用し、未舗装・未整備の道路
や排水路等を改善し住民の安全と環境整備を図る
（小野津県道・湾町道を整備）

集落要望等に対応する各種整備修繕費（維持補修費）

浦原漁港の泊地・航路浚渫工事（国県補助事業）

実施計画委託料3,300千円。工事請負費（仮称新コー
ラル建設及び駐車場）110,700千円。造成工事
30,000千円

ため池廃止事業。島中・川嶺地区委託料10,000千円、
重機借上料1,000千円、一部湧水が有る志戸桶の工
事請負費28,000千円は湧水を逃がす工事、工事に
係る土地購入費4,000千円等

高齢化や人口減少により農業者の減少や耕作放棄地
が拡大し、地域の農地が適切に利用されなくなること
が懸念される為、解消に向け地域計画策定の費用
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■ 令和5年度一般会計当初予算の主なもの

4,410千円

796千円

51,000千円

43,359千円

25,000千円

12,000千円

4,000千円

390千円

9,600千円

10,000千円

4,800千円

126,566千円

1,200千円

1,020千円

1,420千円

3,740千円

2,800千円

鳥獣防止対策事業費

農業委員会事務局費

園芸振興費

特殊病害虫特別防除事業費

農地費

負担金、補助及び交付金

医師旅費助成金

介護人材育成補助金

こども医療費助成金

出産祝金

　

【新規】
しまの未来特別応援給付金

事務局費

入学祝金

入学祝金

入学祝金

体育館外壁の補修

図書購入費

農業振興課

保健福祉課

教育委員会

担 当 課 内　容　説　明 予算額事　業　名

有害鳥獣買上代（鹿の駆除費１頭15千円）100頭分
で1,500千円。
カラス施設管理委託料1000羽分1,500千円。
鹿捕獲の通報システム費用990千円等

役務費通信運搬費(タブレット１６台分）

委託料（町単独事業）ゴマダラカミキリ虫駆除

委託料（国県補助事業）アリモドキゾウ虫駆除

たい肥センター建設に伴う造成費（町単独事業）

農地防災減災事業負担金（坂嶺水路）

安定的な医師派遣を図るため、徳洲会病院の医師旅
費を助成する

介護初任者研修の受講料、また町長が認める介護研
修の受講料を助成する。半額または上限３万円

全世帯の乳児から１８歳（高校生）までの医療費を全
額助成する。修学等で島外に住所があるこどもも医療
助成の対象とする

１子１０万円、２子２０万円、３子３０万円、４子以降４０
万円を祝金として給付する。
他、１歳未満に月５千円のおむつ購入助成を行う

子育て世帯への経済負担の軽減を図るため、１歳・２
歳児へ月額５千円の給付を行う

生徒の英語検定等検定代負担分2,000千円。
スクールバス運行委託料44,668千円。
高校入学祝い金60人分1,200千円。
町奨学金貸付金1,440千円等

高校入学生６０人に入学祝金を支給
1人に２万円　

小学校入学生５１人に入学祝金を支給
1人に２万円　

中学校入学生７１人に入学祝金を支給
1人に２万円　

あゆみ幼稚園体育館の正面玄関の外壁の補修工事

購入冊数は１５００冊予定
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議案第１８号

議案第２５号
（追加議案）

議案第１７号

議案第１６号

議案第１５号

議案第１４号

議案第１３号

議案第１２号

議案第１１号

議案第１０号

議案第９号 10 0 可決

10 0 可決

10 0 可決

10 0 可決

10 0 可決

10 0 可決

10 0 可決

10 0 可決

10 0 可決

10 0 可決

4 6 否決

議　案 内　容 採 決反 対賛 成

条例・同意等案件報告◉ （議長は採決に含まず）

町長等の給料の特例に関する条例の一部を改正する条例について

平成１６年度から実施している町長・副町長・教育長の給料を財政面を考慮し、特
例的に１０％減額するため期間を「令和６年３月」に改める
　
喜界町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

法律の一部改正に伴い必要な事項を定めるため、既存の喜界町個人情報保護条
例を廃止し、新たに本条例を制定するもので、取り扱い手数料については、これまで
の条例と同様
　
喜界町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について

これも法律の一部改正に伴い、個人情報の適正な取り扱いを確保するため専門的な
知見に基づく意見を聞くことが特に必要であると認めるときには、審査会に諮問するこ
とができる規定、組織や委員、審査の手続き等について必要な事項を規定し、審査会
の設置や必要な事項を定める
　
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について

坂嶺地区配水管移設工事の追加を行うためで、これは辺地に係る公共的施設の総
合整備であるため、財政上の特別措置等に関する法律第３条８項において準用する
同条第５項の規定により、総務大臣へ喜界町辺地に係る総合整備変更計画を提出
する
　
喜界町過疎地域産業振興促進条例の制定について

これまで固定資産税の課税免除などの税制特例措置は、過疎法、離島振興法、奄
振法のそれぞれで規定され、適用していたが、政府税制改正大綱において整理が
行われ、令和５年度から過疎法に基づく特例措置を適用することとなり、それに伴い
喜界町過疎地域産業振興促進条例を制定し、制度改正への対応を図る
　
喜界町サンゴ留学による寮設置条例の一部を改正する条例について

管理運営関係に関する条項を追加するためで、その中で第９条寮費は月額６万円と
定める
　
喜界町お試し移住用施設設置及び管理に関する条例の制定について

本町へ移住等を考えられている方へ、実際に一定期間地域の暮らしを体験できる施
設を、島中集落にある旧教員住宅を再活用し整備した。これに伴い条例を制定する
　
喜界町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について

①ウオーキングマシンを小型家電として取り扱うこととし削除する。
②DIYの人気等で持ち込みが増加し処理費用が高額な石膏ボードとサイディング
　ボードを１㌔１５０円(但し事業活動に伴って生じた廃棄物は除く)を追加する
　
喜界町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

円滑な運営を確保する観点から被保険者の保険料負担に一定の制限を設けるもの
で、法改正に伴い、国民健康保険の後期高齢者支援金等課税限度額が２０万円か
ら２２万円に、減額対象となる所得の算定基準額が５割軽減世帯で２８万５千円から
２９万円に引き上げる
　
喜界町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

喜界町国民健康保険条例は、出産育児一時金を現行の４２万円から５０万
円に引き上げる。条例では４０万8千円から48万８千円に改める。産科医療保
障制度に加入している病院で出産すると１万２千円が加算され５０万になる
　
喜界町一般廃棄物最終処分場建設工事の工事請負契約の締結について

※欠席1名
※議長職は特別多数議決以外の議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。
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第１回定例会で４名の議員が町政全般にわたり一般質問を行いました。
質問と答弁を要約して紹介いたします。

一般質問 町政の
ここが聞きたい一般質問 町政の
ここが聞きたい

フェリーあまみ

一般質問

よねだ　 のぶや
質問する

米田 信也 議員

島
で
は
出
産
で
き
な
い
の
か

　
「
知
事
と
語
ろ
う
会
」
で
出
た
話
の
中

で
、
島
で
子
供
を
生
み
た
い
と
い
う
要
望

が
あ
る
。

　
ま
ず
、
１
か
月
前
に
出
産
の
た
め
に
島

を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
へ
の
ス
ト

レ
ス
が
大
き
い
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
第
１

子
の
と
き
は
良
い
が
、
第
２
子
、
第
３
子

の
と
き
に
は
、
子
供
を
連
れ
て
い
け
な
い

方
に
関
し
て
は
、
父
親
の
負
担
や
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
等
家
族
の
負
担

が
大
き
い
事
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
も
残
さ
れ
た
子
供

た
ち
が
受
け
る
ス
ト
レ
ス
が
、
大
き
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
約
20
数
年
前
ま
で
は
、

町
内
で
出
産
で
き
て
い
た
。
こ
の
事
を
ふ

ま
え
て
、
町
内
で
の
出
産
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
実
現
性
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
保
健
福
祉
課
長

　
本
町
内
で
も
以
前
は
医
療
機
関
で
の

出
産
が
可
能
で
し
た
が
、
産
科
、
小
児

科
医
の
確
保
や
小
児
科
の
常
設
、
緊
急

時
の
対
応
が
困
難
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ

り
、
現
在
は
休
止
し
て
い
る
。

　
妊
婦
の
身
体
的
、
精
神
的
、
ま
た
、

経
済
的
負
担
や
家
族
の
負
担
等
の
観
点

か
ら
も
島
内
で
出
産
が
で
き
る
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
が
、
先
ほ
ど
の
諸
事
情
を
考

慮
す
る
と
、
現
時
点
で
は
町
内
で
の
出

産
の
体
制
整
備
は
厳
し
い
。

　
喜
界
町
の
抱
え
て
る
問
題
の
ひ
と
つ

が
、
人
口
減
少
で
あ
る
。
そ
の
打
開
策

と
し
て
町
内
で
の
出
産
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
難
し
い
理
由
は
多
く
あ
る
が
、一

つ一つ
ク
リ
ア
し
て
実
現
に
向
け
て
検
討

す
る
事
案
で
あ
る
。
こ
の
事
を
踏
ま
え
、

２
年
後
に
新
築
移
転
さ
れ
る
喜
界
徳
洲

会
病
院
と
検
討
で
き
る
可
能
性
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
保
健
福
祉
課
長

　
新
築
さ
れ
る
徳
洲
会
病
院
で
の
産
婦

人
科
、
小
児
科
の
常
設
は
前
答
弁
の
理

由
か
ら
、
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。

徳
洲
会
病
院
へ
要
望
等
は
し
て
い
る
が
、

難
し
い
と
の
回
答
が
返
っ
て
き
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
今
後
も
妊
産
婦
検
診

費
や
出
産
時
妊
産
婦
検
診
旅
費
助
成
等

で
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
出
産
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

島
民
の
生
命
線
　
航
路
の
確
保

　
約
３
年
後
に
耐
久
年
数
を
迎
え
る
フ
ェ

リ
ー
あ
ま
み
の
代
替
船
に
つ
い
て
、
ま
だ

検
討
中
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
町
民
の
足

で
あ
り
、
物
資
輸
送
の
要
で
も
あ
る
フ
ェ

リ
ー
に
つ
い
て
、
新
造
船
を
造
る
の
か
、

ま
た
は
現
在
沖
縄
航
路
と
し
て
運
用
し

て
い
る
フ
ェ
リ
ー
を
活
用
す
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
町
長

　
ま
ず
、
２
隻
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

が
町
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
に
直
結
す
る

の
で
、
国
や
県
、
船
会
社
な
ど
関
係
機

関
と
協
議
を
行
い
、
新
船
の
建
造
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
そ
の
た
め
に
は
引
き
続
き
基
金
の
積
立

て
や
有
効
な
運
用
を
行
い
、
新
船
の
建

造
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い
く
。

　
こ
れ
は
本
当
に
強
固
な
要
望
が
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
議
員
も一
緒
に

な
っ
て
、
協
力
し
て
ほ
し
い
。

　　
近
年
、
フ
ェ
リ
ー
に
欠
航
が
増
え
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
臨
時
便
を
日
曜
日
や

月
曜
日
に
在
来
フ
ェ
リ
ー
を
使
用
し
て
対

応
し
て
い
る
が
、
沖
縄
航
路
の
フ
ェ
リ
ー

を
臨
時
的
に
、
も
し
く
は
試
験
的
に
寄
港

で
き
る
よ
う
に
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

　　
　
　
企
画
観
光
課
長

　
ま
ず
、
沖
縄
航
路
の
臨
時
的
寄
港
に

つ
い
て
は
、
喜
界
島
に
寄
港
す
る
こ
と
に

よ
り
、
他
の
寄
港
地
に
及
ぼ
す
影
響
を

考
慮
す
る
と
難
し
い
と
考
え
る
。

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁
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よしおか　りいちろう
質問する

良岡 理一郎 議員

国･

県
に
合
わ
せ
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

本
部
も
廃
止
の
方
針

① 

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
及
び
特
徴
、
今
後

の
対
策
等
に
つ
い
て
。

② 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
態
と
今
後
の
計

画
。

③ 

５
月
８
日
か
ら
５
類
へ
引
き
下
げ
ら

れ
る
。
医
療
費
の
負
担
は
ど
う
変
わ
る
の

か
。
受
診
抑
制
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の

対
策
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
保
健
福
祉
課
長

① 

感
染
確
認
数
は
12
月
以
降
、
直
近
ま

で
で
４
８
６
名
。
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
96

名
、
陽
性
確
認
は
７
名
。

② 

ワ
ク
チ
ン
接
種
実
績
は
対
象
者
が
６
，

７
０
１
名
。
４
回
目
接
種
済
み
３
，５
９

３
名
、
５
回
目
接
種
済
者
は
１
，６
１
６

名
で
あ
る
。
60
歳
以
上
の
高
齢
者
の
接

種
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

　
今
後
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

接
種
体
制
確
保
に
取
り
組
む
。

③ 

５
類
へ
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
政
府

は
受
診
控
え
を
避
け
る
た
め
の
施
策
を

予
定
し
て
お
り
、
町
と
し
て
は
見
直
し
の

内
容
等
に
つ
い
て
、
特
に
急
激
な
自
己
負

担
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
周
知
し
て
い
き

た
い
。

日
米
共
同
訓
練
は
占
領
さ
れ
た
喜
界

島
の
奪
還
訓
練

① 

喜
界
島
で
は
第
１
空
挺
団
の
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
実
態
を
伺
う
。

② 

製
糖
繁
忙
期
の
訓
練
で
あ
る
。
町
民

へ
の
説
明
、
被
害
発
生
時
の
責
任
は
明

確
に
し
て
あ
っ
た
の
か
。

③ 

今
後
も
自
衛
隊
と
海
兵
隊
等
の
共
同

訓
練
の
活
発
化
も
想
定
さ
れ
る
。
町
と

し
て
の
基
本
認
識
を
伺
う
。

　
　
　
総
務
課
長
・
町
長

① 

訓
練
日
時
は
３
月
３
日（
金
）、
参
加

人
数
は
自
衛
隊
第
１
空
挺
団
が
１
０
２

名
、
地
上
の
統
制
員
等
が
47
名
、
計
１

４
９
名
。
米
軍
か
ら
も
陸
上
の
連
絡
の
た

め
米
兵
が
い
た
模
様
。

② 

町
民
へ
の
説
明
、
補
償
の
問
題
等
に
つ

い
て
は
説
明
も
行
っ
た
。
保
障
等
に
つ
い

て
は
そ
の
よ
う
な
事
案
は
起
き
な
か
っ
た
。

③ 

今
後
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
双
方
で

十
分
な
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
自
治

体
は
国
の
施
策
に
応
じ
た
対
策
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
申
請
率
68
．80
％

町
民
の
判
断
を
尊
重

① 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
申
請
、
交
付
の
実

態
。

② 

医
療
機
関
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
導

入
状
況
。

③ 

保
険
証
の
有
効
期
間
を
伺
う
。

　
　
　
町
民
税
務
課
長
・
保
健
福
祉
課
長

① 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
申
請
数
は
４
，６
４
２

名
、
申
請
率
68
．80
％
。
交
付
枚
数
は
３
，

８
２
４
枚
、
交
付
率
56
．68
％
で
、
い
ず

れ
も
鹿
児
島
県
、
国
よ
り
低
い
。

② 

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
は
診
療
所
が
設
置

済
、
喜
界
徳
洲
会
病
院
は
３
月
中
に
整

備
完
了
予
定
、
歯
科
３
医
院
は
１
医
院

は
導
入
済
、
１
医
院
は
シ
ス
テ
ム
連
携
が

こ
れ
か
ら
、
も
う
１
医
院
は
準
備
中
。
９

月
末
が
実
質
的
な
リ
ミ
ッ
ト
。

③ 

現
行
の
健
康
保
険
証
は
廃
止
後
も
１

年
間
は
有
効
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
、
取
得

し
て
い
な
い
、
保
険
証
登
録
を
し
て
い
な

い
方
等
は
有
効
期
限
１
年
を
限
度
と
す

る
資
格
確
認
書
を
無
償
交
付
す
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
県
調
査

家
族
の
世
話
を
す
る
小
６
年
生
は

９
．１
％

① 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
者
数
。

② 

回
答
の
特
徴
。

③ 
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

　　
　
　
教
育
長
・
保
健
福
祉
課
長

① 

喜
界
小
学
校
６
年
生
が
全
員
の
53

人
、
喜
界
中
学
校
が
全
校
生
徒
の
１
６

７
人
、
喜
界
高
校
が
全
校
生
徒
１
４
８

人
合
計
３
６
８
人
を
対
象
に
実
施
し
た
。

② 

全
県
の
特
徴
は
、「
世
話
を
し
て
い
る

家
族
が
い
る
」
と
回
答
し
た
の
は
小
学
６

年
生
９
．１
％
中
学
生
が
５
．８
％
、
高
校

生
が
３
．８
％
で
あ
る
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
認
知
度
は
、
約
５
割
が
「
聞

い
た
こ
と
が
な
い
」
と
回
答
。

③ 

今
後
は
周
知
啓
発
に
よ
る
認
知
度
の

向
上
に
加
え
教
育
相
談
、
悩
み
相
談
等

必
要
に
応
じ
た
対
応
を
講
じ
て
い
く
。
ま

た
、
福
祉
、
介
護
、
医
療
、
教
育
等
の

関
係
職
員
の
研
修
会
等
を
通
じ
て
、
多

機
関
、
多
職
種
に
よ
る
円
滑
な
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

今
年
度
野
生
シ
カ
の
駆
除
67
頭

焼
却
処
分
は
14
頭

① 

今
年
度
の
直
近
ま
で
の
シ
カ
の
駆
除

数
。
焼
却
処
分
の
執
行
状
況
、
そ
の
効

果
は
。

② 

今
の
駆
除
テ
ン
ポ
で
は
増
加
傾
向
は

止
め
ら
れ
な
い
。
対
策
を
伺
う
。

　
　
　
農
業
振
興
課
長

① 

今
年
度
は
先
週
末
（
３
／
11
）
で
67

頭
、
焼
却
処
分
は
１
月
以
降
現
在
ま
で

で
14
頭
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
焼
却

は
、
作
業
量
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

② 

駆
除
費
を
１
頭
当
た
り
１
５
，０
０
０

円
に
引
き
上
げ
、
昨
年
12
月
以
降
、
捕

獲
数
も
劇
的
に
増
え
て
き
て
い
る
。
今
後

も
研
修
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
捕
獲

後
の
通
報
シ
ス
テ
ム
の
向
上
を
図
り
対
策

を
と
っ
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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どき　　かずき
質問する

土岐 和貴 議員

過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
は

深
刻
な
問
題

　
本
町
に
お
い
て
、
人
口
の
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢

化
が
依
然
と
し
て
進
ん
で
お
り
、
担
い
手

不
足
や
集
落
組
織
の
弱
体
化
が
見
ら
れ

る
。

① 

現
在
は
高
齢
者
比
率
も
40
％
を
超
え

て
お
り
典
型
的
な
高
齢
化
社
会
で
あ
る
。

令
和
22
年
に
は
５
，１
７
５
人
、
令
和
42

年
に
は
３
，７
１
６
人
ま
で
減
少
す
る
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
危
機
的
状
況
を

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

② 

人
口
の
自
然
減
と
社
会
減
の
対
策
を

同
時
並
行
し
て
進
め
る
と
あ
る
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
。

③ 

少
子
化
や
ひ
と
り
親
世
帯
が
増
加
、

働
き
な
が
ら
子
を
育
て
て
い
く
上
で
、
母

親
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。
年
々
出
産

数
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

主
な
取
り
組
み
支
援
の
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。

④ 

今
後
の
課
題
解
決
に
向
け
て
子
育
て

世
代
の
意
見
や
考
え
、
悩
み
な
ど
を
し
っ

か
り
汲
み
取
り
、
次
に
つ
な
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
町
長

① 

人
口
構
造
の
若
返
り
に
重
点
を
置
き
、

社
会
減
少
へ
の
取
組
を
図
り
つ
つ
、
自
然

減
少
へ
の
取
組
も
同
時
並
行
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
人
口
規
模
の
確
保
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

② 

企
業
誘
致
や
働
く
場
の
創
出
を
図

る
。
担
い
手
の
創
出
を
農
業
分
野
に
お
い

て
も
図
っ
て
い
く
。

③ 

令
和
３
年
度
開
始
の
出
産
祝
い
金
や

乳
児
紙
お
む
つ
券
の
支
給
。
令
和
４
年

度
か
ら
は
学
校
給
食
の
無
償
化
、
子
供

医
療
費
を一部
助
成
か
ら
全
額
助
成
に
拡

大
し
て
い
る
。
今
後
も
協
議
を
行
い
見
直

し
は
５
年
後
に
予
定
し
て
い
る
。

④ 

令
和
５
年
度
に
子
育
て
世
帯
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
予
定
で
あ

る
。

マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判
断
に
決
定

　
政
府
は
令
和
５
年
３
月
13
日
か
ら
マ
ス

ク
着
用
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
方
針

を
決
定
。

① 

本
町
は
ど
の
よ
う
に
周
知
徹
底
し
て

い
く
の
か
。

② 

教
育
現
場
に
お
い
て
本
町
で
の
取
り

組
を
伺
う
。

③ 

３
年
間
の
マ
ス
ク
生
活
で
「
外
し
た

い
」「
外
し
た
く
な
い
」
双
方
の
意
見
が

出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
双

方
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は

ケ
ア
や
情
報
共
有
が
必
須
に
な
る
。
町

全
体
の
取
り
組
み
や
教
育
現
場
で
の
対

応
策
を
伺
う
。

　
　
　
教
育
長
・
保
健
福
祉
課
長

① 

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政
無

線
に
て
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
広
報
紙
で

も
掲
載
す
る
予
定
。

② 

本
町
の
各
学
校
で
は
基
本
的
に
は
個

人
の
判
断
を
尊
重
す
る
こ
と
と
し
、
児

童
生
徒
や
教
職
員
に
は一律
マ
ス
ク
着
用

を
求
め
な
い
方
針
だ
が
、
不
安
や
消
極

的
な
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
着
用
す
る
こ
と

も
差
し
支
え
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

③ 

周
囲
の
方
に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め

医
療
機
関
、
高
齢
者
施
設
を
訪
問
す
る

時
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

本
人
の
意
思
に
反
し
て
マ
ス
ク
の
着
脱
を

強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
周
知
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
く
。
教
育
現
場
で
は
差
別

や
偏
見
等
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
必
要

に
応
じ
た
指
導
や
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い

く
。

猫
は
野
生
動
物
で
は
な
い

　
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
野
良
猫
も

年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
。Ｔ
Ｎ
Ｒ
も
あ
く

ま
で
野
良
猫
の
繁
殖
抑
制
か
つ
、
苦
情

対
策（
マ
ー
キ
ン
グ・ケ
ン
カ
の
声・糞
尿
・

増
え
す
ぎ
た
猫
に
よ
る
交
通
事
故
）
で

あ
り
、
ベ
ス
ト
な
対
策
で
は
な
い
。

① 

地
域
猫
制
度
「
地
域
の
方
々
の
同
意

や
協
力
、
あ
る
い
は
行
政
の
指
導
の
下
で

野
良
猫
を
管
理
す
る
こ
と
」
を
今
後
は

対
応
策
の一つ
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

② 

近
年
で
は一部
の
独
居
老
人
や
町
民
の

餌
や
り
で
、
増
や
し
て
し
ま
う
例
も
少
な

く
な
い
。
今
後
は
行
政
の
介
入
、
特
に

保
健
福
祉
関
係
の
横
の
つ
な
が
り
も
含
め

た
対
応
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。

③ 

高
齢
者
の
独
居
暮
ら
し
の
方
々
が
安

心
し
た
生
活
を
実
施
す
る
た
め
に
も
野

良
猫
問
題
を
も
う
１
度
真
摯
に
受
け
止

め
、
各
集
落
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
民
生
員

等
の
連
携
が
必
須
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　
町
民
税
務
課
長

① 

令
和
５
年
度
は
町
の
事
業
と
し
て
地

域
猫
活
動
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

町
と
県
、
各
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

活
動
を
進
め
て
い
く
。

② 

保
健
福
祉
課
と
も
情
報
共
有
を
し
て

い
る
。
現
場
へ
の
同
行
、
対
策
の
協
議
等

を
含
め
て
、
お
互
い
連
携
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

③ 

今
後
も
区
長
や
民
生
委
員
、
ケ
ア
マ

ネ
等
、
福
祉
に
関
わ
る
方
々
と
連
携
し
て

い
く
。
広
報
き
か
い
で「
適
正
な
飼
養
を
」

と
い
う
こ
と
で
呼
び
か
け
も
継
続
し
て
い

く
。

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁
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いくしま  つねのり
質問する

生島 常範 議員

男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て

　
「
女
性
議
員
ゼ
ロ
解
消
は
各
種
団
体
や

議
会
が
率
先
し
て
取
り
組
み
を
！
」

① 

各
種
委
員
会
で
の
女
性
登
用
率
を

30
％
以
上
と
目
標
設
定
し
て
い
る
が
現

在
何
％
か
。
目
標
を
50
％
以
上
に
し
て
は

ど
う
か
。

② 「
充
て
職
」
で
特
定
の
代
表
者
が
複
数

の
委
員
を
兼
任
す
る
の
で
は
な
く
、
広
く

組
織
内
外
か
ら
人
選
で
き
な
い
か
。

③ 

群
島
内
12
市
町
村
の
中
で
女
性
議
員

ゼ
ロ
は
喜
界
町
を
含
め
６
町
村
。
昨
年
、

知
名
町
は
行
政
主
催
で
「
女
性
議
会
」

を
開
催
し
た
。
喜
界
町
も
開
催
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
町
長
・
企
画
観
光
課
長

① 

現
状
は
14
．58
％
な
の
で
先
ず
は
実
現

可
能
な
30
％
以
上
を
目
指
し
た
い
。

② 

現
在
も
互
選
や
委
任
状
に
よ
っ
て
参

加
を
し
て
い
る
委
員
会
も
あ
る
。
各
組

織
に
お
い
て
は
代
表
者
以
外
も
参
加
で
き

る
よ
う
広
く
間
口
を
広
げ
る
考
え
は
持
っ

て
い
る
と
思
う
。

③ 

知
名
町
は
議
員
と
地
女
連
の
語
る
会

に
お
い
て
「
女
性
議
員
が
い
な
い
」
事
が

話
題
に
な
り
、
女
性
議
会
を
実
施
し
た

と
聞
い
て
い
る
。
今
年
度
本
町
で
開
催
さ

れ
る
男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座
や
各
種

検
討
会
を
通
し
て
意
識
向
上
を
図
り
た

い
。
ま
た
、
議
会
側
が
率
先
し
て
議
員

の
質
の
向
上
や
議
会
改
革
の
た
め
各
種

団
体
を
巻
き
込
ん
で
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
。
　
　
　

新
造
船
ド
ッ
ク
時
期
に
つ
い
て
は

船
会
社
等
と
協
議

① 

以
前
悪
天
候
時
は
谷
山
港
沖
で
天
候

回
復
待
ち
又
は
古
仁
屋
港
避
泊
等
対
応

を
し
て
い
た
が
、
最
近
は
欠
航
の
判
断
が

早
い
と
の
声
が
あ
る
。
フ
ェ
リ
ー
き
か
い

は
長
さ
が
10
ｍ
も
短
く
な
っ
た
。
そ
の
こ

と
も
欠
航
判
断
の
早
い
理
由
で
は
な
い

か
。

② 

鹿
児
島
〜
沖
縄
航
路
は
４
隻
体
制
で

欠
航
や
条
件
付
き
を
除
き
毎
日
入
出
港

が
あ
る
。
喜
界
航
路
は
海
が
荒
れ
る
冬

場
に
毎
年
ド
ッ
ク
が
有
る
た
め
農
家
や
島

外
通
院
の
方
々
は
困
っ
て
い
る
。
ド
ッ
ク

は
就
航
日
で
決
ま
る
の
で
新
造
船
計
画
の

際
に
は
船
会
社
と
協
議
で
き
な
い
か
。

　
　
　
町
長
・
企
画
観
光
課
長

① 

運
航
判
断
は
安
全
運
航
を
第
一に
船

会
社
の
判
断
に
任
せ
る
し
か
な
い
。
冬
場

は
し
け
の
為
欠
航
が
多
い
が
、
今
年
１

月
〜
２
月
も
臨
時
便
運
航
を
し
て
く
れ

た
。
今
後
も
そ
う
い
う
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

② 

ド
ッ
ク
入
り
は
１
年
前
か
ら
予
約
が

必
要
で
冬
場
や
梅
雨
時
期
を
避
け
た
い

の
が
本
音
。
船
会
社
や
ド
ッ
ク
の
会
社
と

も
変
更
が
可
能
か
協
議
し
た
い
。

国
立
公
園
・
百
之
台
に
３
６
０
度

見
渡
せ
る
展
望
所
を

① 

令
和
２
年
環
境
省
作
成
「
奄
美
群
島

国
立
公
園
計
画
書
」
に
本
町
の
志
戸
桶

海
岸
、
百
之
台
公
園
、
荒
木
海
岸
、
中

西
公
園
が
あ
る
。
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

② 

隆
起
段
丘
の
島
は
喜
界
島
を
含
め
世

界
で
３
か
所
の
み
。
島
の
成
り
立
ち
や
地

形
・
地
質
は
壮
大
な
地
球
の
営
み
の
結

果
で
学
術
的
価
値
が
高
い
。
百
之
台
に

３
６
０
度
見
渡
せ
る
展
望
所
を
整
備
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
企
画
観
光
課
長

① 

今
年
３
月
９
日
に
環
境
省
と
再
検
討

の
た
め
の
点
検
を
実
施
し
た
。
変
更
に
つ

い
て
は
２
〜
３
年
要
す
る
の
で
詳
細
等
決

定
後
に
広
報
誌
等
で
お
知
ら
せ
し
た
い
。

② 

既
存
の
展
望
所
の
有
効
活
用
を
検
討

し
た
い
。

　
　
　
町
長

② 

現
在
展
望
所
は
あ
る
の
で
既
存
の
施

設
の
有
効
活
用
と
島
内
全
域
の
公
園
修

繕
等
を
検
討
し
た
い
。
以
前
同
じ
夢
が

あ
り
調
査
し
た
が
、
困
難
と
判
断
し
た
。

今
は
ド
ロ
ー
ン
も
有
る
の
で
個
人
の
興
味

と
し
て
調
査
し
て
み
た
い
。

危
機
的
状
況
に
あ
る
言
語
・
方
言

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
つ
い
て

① 

知
名
町
で
開
催
し
た
サ
ミ
ッ
ト
に
は

町
民
の
方
が
湾
言
葉
で
発
表
し
た
。
各

地
の
取
り
組
み
を
知
り
ど
う
思
っ
た
か
。

② 

群
島
内
の
サ
ミ
ッ
ト
未
開
催
は
徳
之

島
と
喜
界
島
だ
け
。
本
町
も
開
催
に
向

け
て
検
討
で
き
な
い
か
。

③ 

各
地
区
で
３
世
代
の
伝
承
家
族
の
モ

デ
ル
を
公
募
す
る
調
整
役
を
行
政
が
担

え
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
教
育
長

① 

職
員
の
報
告
に
よ
る
と
学
校
、
公
民

館
講
座
な
ど
本
町
で
も
実
践
し
て
い
る
も

の
も
有
る
が
、
家
庭
や
地
域
で
実
践
し

て
い
る
特
徴
的
な
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら

を
精
査
し
て
今
後
の
取
り
組
み
の
参
考
に

し
た
い
。

② 

２
年
前
の
質
問
の
際
は
コ
ロ
ナ
禍
で

早
期
の
誘
致
は
困
難
と
答
え
た
が
、
令

和
５
年
度
は
与
那
国
島
で
開
催
予
定
。

こ
れ
ま
で
開
催
し
た
市
町
村
の
状
況
と
主

催
の
文
化
庁
、
国
立
国
語
研
究
所
よ
り

必
要
な
手
順
や
方
法
、
条
件
等
収
集
し

開
催
も
視
野
に
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

③ 

知
名
町
で
は
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操

の
後
、
地
域
の
高
齢
者
と
子
ど
も
達
が

方
言
で
交
流
し
て
い
る
と
い
う
事
例
の
紹

介
が
あ
っ
た
。
危
機
意
識
の
啓
発
や
気
運

の
醸
成
は
行
政
が
担
う
部
分
だ
が
、家
庭
、

地
域
、
団
体
に
つ
い
て
は
自
発
的
、
主
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。
高
齢
者
と

子
ど
も
会
の
交
流
等
に
つ
い
て
は
長
寿
会

や
子
ど
も
会
で
話
題
に
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問
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読

者

の

声

印刷：渕上印刷株式会社

　
「
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
」、「
和
し
て
同

ぜ
ず
」、「
和
し
て
競
え
」・・・大
 和・
民
族
と
称
さ

れ
る
日
本
人
は「
和
」が
好
き
で
す
が
、「
和
」

と「
同
」は
ど
こ
が
違
う
の
だ
ろ
う
？
と
常
々

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、四
月
十
四
日
、本
町
荒

木
出
身・碇
山
隆
一
郎
氏
指
揮
に
よ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
の
演
奏
を
聴
い

て「
こ
れ
だ
！
」と
思
い
ま
し
た
。

　

四
十
名
の
演
奏
家
が
弦
楽
器（
４
）、木
管

楽
器（
５
）、金
管
楽
器（
２
）、打
楽
器（
4
）合

計
１5
種
類
の
楽
器
で
異
な
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

演
奏
し
ま
す
。毎
日
の
個
人
練
習
で
音
色
や

表
現
力
を
磨
き
上
げ
本
番
の
合
同
演
奏
で
最

高
の
音
楽
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
が「
和（
調
和・ハ
ー
モ
ニ
ー
）」で
、も
し
同

じ
楽
器
、同
じ
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
四
十
名
で
演
奏

す
る
と「
同（
皆
同
じ
）」に
な
る
の
で
は
と
思

い
ま
し
た
。

　

島
外
1
1
8
名
、島
内
24
名
、計
1
4
2
名

の
選
手
が
参
加
し
た
四
月
十
六
日
開
催
の

「
第
九
回
東
経
1
3
0
度
喜
界
島
マ
ラ
ソ

ン
」。実
行
委
員
長
の
指
揮
の
下
で
の
支
援
体

制
、そ
れ
に
呼
応
す
る
沿
道
や
集
落
内
で
の
応

援
に「
和
」を
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
の
議

会
だ
よ
り
も
編
集
委
員「
和
」の
作
品
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

文
責  

生
島
常
範

赤
松 

文
野 

（
中
間・41
歳
）

あ
か
ま
つ  

あ
や
の

良
岡 

理
一
郎

生
島 

常
範

野
間 

弘
也

倉
橋 

博
都

米
田 

信
也

土
岐 

和
貴

喜
界
町
議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委　
　

員

編

集

後

記

　

星
の
数
が
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
ゆ
っ
く
り
と
目
を
覚
ま
す
。
窓
を
開
け
て
今
日

の
空
気
を
感
じ
た
後
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
。
朝
は
バッハ
と
決
め
て
い
る
。
心
を
無
に
し
て
何
曲
か

弾
い
て
い
る
と
、いつ
の
間
に
か
家
の
外
か
ら
鳥
た
ち
が
歌
声
を
重
ね
て
く
れ
る
。
朝
が
来
た
な
。

と
感
じ
る
瞬
間
だ
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
ク
ク
ク
ク
ク
ー
。
と
賑
や
か
な
声
が
聞
こ
え
始
め
る
。
喜
界
島
に
来
て

か
ら
家
族
に
な
っ
た
二
羽
の
鶏
「
ナ
ッ
チ
ョ
」
と
「
ピ
ナ
」
の
お
目
覚
め
だ
。「
お
は
よ
う
！
お

は
よ
う
！
」と
伝
え
て
く
る
。ピ
ア
ノ
を
弾
く
手
を
と
め
、彼
女
た
ち
を
肩
に
乗
せ
て
海
に
行
く
。

波
音
を
聴
き
な
が
ら
、
海
と
空
を
観
察
す
る
。
つ
い
時
を
忘
れ
そ
う
に
な
る
が
、
朝
日
が
海

を
照
ら
し
は
じ
め
た
ら
家
に
戻
る
合
図
に
し
て
い
る
。

　

私
は
二
〇
二一
年
ま
で
は
横
浜
で
暮
ら
し
て
い
た
。
二
重
窓
を
し
っ
か
り
と
閉
め
、
ピ
ア
ノ
の

音
が
外
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
楽
器
可
能
物
件
だ
っ
た
。
目
の
前
は
四
車
線
の

道
路
。三
十
秒
歩
け
ば
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
り
、そ
の
先
に
は
大
き
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
。欲
し
い
も
の
は
、

大
抵
揃
っ
た
。

便
利
な
大
都
会
で
、
好
き
な
仕
事
を
し
て
暮
ら
せ
て
い
た
。
楽
し
か
っ
た
し
満
足
も
し
て
い
た
。

　

私
は
、
ど
う
し
て
喜
界
島
に
来
る
こ
と
を
選
択
し
た

の
だ
ろ
う
？

　

夕
暮
れ
時
。
キ
ッ
チ
ン
の
窓
か
ら
見
え
る
空
の
色
を

見
て
、「
ナ
ッ
チ
ョ
！
ピ
ナ
！
行
く
よ
！
」
と
ま
だ
途
中

の
仕
事
を
放
り
投
げ
て
海
へ
走
っ
た
。

　

海
に
到
着
す
る
と
言
葉
に
出
来
な
い
景
色
が
広
が
っ

て
い
る
。
雲
が
地
球
の
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
空
を
舞
い
、
太
陽
が
ゆ
っ
く
り
と
、
で
も
何
の
躊

躇
も
な
く
す
〜
っ
と
奄
美
大
島
に
隠
れ
て
い
く
。
そ
の

最
高
の
景
色
を
ス
テ
ー
ジ
に
、
わ
た
し
は
二
羽
の
鶏
を
肩

に
乗
せ
て
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
く
。
自
然
と
一
体
と
な

り
、
今
日
と
い
う
一日
に
素
直
に
感
謝
の
気
持
ち
が
生
ま

れ
る
。

　

あ
ぁ
、
私
が
喜
界
島
に
来
た
理
由
は
、
こ
れ
だ
。

「
感
謝
の
気
持
ち
を
思
い
出
す
た
め
。」

　

喜
界
島
で
暮
ら
し
始
め
て一年
八
ヶ
月
。
日
を
追
う
ご

と
に
感
謝
の
気
持
ち
が
増
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
。
う
ふ
く
ん
で
ー
る
。

議会のうごき （４月～５月）

4月１３日 ㈭ …… 議長・事務局長合同会（奄美市）

４月２７日 ㈭ …… 県市町村連携会議（Web会議）議長

４月２７日 ㈭ …… 議会報告会（役場多目的室）

５月１１日 ㈭ …… 議員大会（知名町）議員全員

５月１６日 ㈫ …… 議員研修会（鹿児島市）議員全員

５月23日 ㈫ …… 各種協議会総会（奄美市）議長

次の議会は、
６月上旬を予定しています。

また、喜界町ホームページでは、議会開会中の模様を
インターネット中継でご覧いただけます。
（動画配信サイトで「喜界町議会定例会」を検索して
 いただき、録画もご覧いただくことができます。）

午前9時30分 開会
皆様の傍聴をお待ちしています。

お問合せ　喜界町議会事務局  電話 65 -1115

ご
案
内

私
が
喜
界
島
に
来
た
理
由


